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Ⅰ  調査概要 
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１ 調査の目的 

「県民が安心して暮らせる安全な新潟の実現」に向けて、県民の治安に関する

印象とニーズを把握し、警察活動に反映することを目的に実施した。 

２ 調査の設計 

（1）調査地域  新潟県全域 

（2）調査対象  １８歳以上７５歳以下の男女個人 

（3）調査方法  配布・回収とも郵送による自記式のアンケート 

（4）標 本 数  ２,０００（人） 

 抽出方法：確率比例多段抽出法（抽出台帳は住民基本台帳） 

（5）回 収 数  有効回収数１，１３２ 

 有効回収率５６．６％ 

配布数
有　効

回答数

有　効

回収数

2,000 1,132 56.6%

男性 1,006 529 52.6%

女性 994 587 59.1%

性別不明 － 16 －

18歳～29歳 269 77 28.6%

30歳～39歳 273 115 42.1%

40歳～49歳 376 196 52.1%

50歳～59歳 400 234 58.5%

60歳～69歳 391 278 71.1%

70歳～75歳 291 214 73.5%

年齢不明 － 18 －

下越地区 271 150 55.4%

新潟地区 720 362 50.3%

県央地区 235 150 63.8%

中越地区 322 165 51.2%

魚沼地区 171 106 62.0%

上越地区 235 136 57.9%

佐渡地区 46 33 71.7%

地区不明 － 30 －

地

区

別

年

齢

別

性

別

区分

全体

※各地区に含まれる市町村

地 区 市　町　村

新発田市 阿賀野市 阿賀町

村上市 胎内市 関川村

五泉市 聖籠町 粟島浦村

新潟地区 新潟市

三条市 見附市 弥彦村

加茂市 燕市 田上町

長岡市 出雲崎町

柏崎市 刈羽村

小千谷市 魚沼市 湯沢町

十日町市 南魚沼市 津南町

上越地区 糸魚川市 妙高市 上越市

佐渡地区 佐渡市

下越地区

県央地区

中越地区

魚沼地区
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（6）調査期間  令和６年７月２２日（月）～８月５日（月） 

（対象者受領～調査票上の返送期間） 

※８月１３日到着分までを集計に含めた。

（7）調査項目 ①新潟県の治安に関する印象について

②新潟県警察の印象について

③安全で安心なまちづくりについて

④交通安全対策について

⑤警察に対する意見・要望

⑥回答者属性（性別、年齢、同居家族、職業、居住市町村）

３ 回答者の構成 

◇ 性別 ◇ 年齢

男性

46.7%
女性

51.9%

無回答

1.4%

(n=1132)

18歳～29歳

6.8%

30歳～39歳

10.2%

40歳～49歳

17.3%

50歳～59歳

20.7%

60歳～69歳

24.6%

70歳～75歳

18.9%

無回答

1.6%

(n=1132)

◇ 居住地区

下越地区

13.3%

新潟地区

32.0%

県央地区

13.3%

中越地区

14.6%

魚沼地区

9.4%

上越地区

12.0%

佐渡地区

2.9%

地区不明

2.7%

(n=1132)



 

 

 

 

 

裏面 
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Ⅱ  調査結果概要 
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令和６年度「県民の安全意識調査」実施結果の概要 

１ 新潟県の治安や県警察に関する印象、警察活動全般への満足度 

◆ 新潟県の治安・県警察に対する印象は良好

新潟県の治安や県警察の印象については、ともに７割以上（県：79.7％、県警察：

72.2％）が、『良評価』としている。また、これら『良評価』に関して前回調査と比較

すると、新潟県の治安については前回調査比で 3.2 ポイント減少（前回調査＝82.9％）

しており、県警察の印象については 0.3 ポイントの減少（前回調査＝72.5％）となって

いる。 

さらに、県警察への印象を抱くに至った直接的な要因については、『良評価』は「なん

となく漠然としたイメージ」（46.1％）が第１位、「警察官の態度や行動によって」

（41.6％）が第２位である。また『否定評価』では、「警察官の態度や行動によって」

（65.4％）が第１位であった。その理由をみると『良評価』者では「警察官の訪問を受け

た時」（41.2％）に良好な印象を持ったとの回答が最も多く、「交通整理やパトロールを

している警察官を見たとき」（27.9％）がこれに続いている。一方、『否定評価』者で

は、「交通整理やパトロールをしている警察官を見たとき」（30.9％）が最も多く、「困り

ごとの相談をしたとき」（27.9％）がこれに続いている。

なお、警察活動全般へ『満足している』人の割合は、今回調査＝34.4％、前回調査＝

33.6％、前々回調査＝34.0％と、満足度は横ばい傾向となっている。 

２ 安全で安心なまちづくり 

◆ 犯罪の予防活動として５割強が制服警察官やパトカーによるパトロールを要望

最近３年間における犯罪被害への不安感の推移についての設問で、不安を感じること

が『多くなった』との回答者は５割以上（56.1％）となっており、前回調査＝50.9％と

比べると増加している。一方で、『少なくなった』との回答は今回調査＝8.7％、前回調

査＝10.7％と減少している。 

さらに、不安感を抱くに至った要因については、「新聞やテレビなどの報道から」が第

１位で５割強（52.9％）となっている。 

不安になる場所についての設問では、「道路上」が第１位で５割強（52.4％）となって

いる。 

特に取締りを望む犯罪についての設問では、「オレオレ詐欺や架空料金請求詐欺、還付

金詐欺などの特殊詐欺」（51.2％）を要望する人が最も多く、続いて「飲酒運転やひき逃

げ、妨害運転（あおり運転）などの悪質危険な交通法令違反」（41.1％）、「不正アクセス

やフィッシング詐欺などのサイバー犯罪」（21.1％）の順に取締りを望む回答が多かっ

た。

警察に特に要望する犯罪予防活動についての設問では、５割強（今回調査＝52.0％、前回

調査＝55.7％）が「制服警察官やパトカーによるパトロール」を、続いて３割半が「イン
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ターネット上の違法・有害情報に対する監視活動（サイバーパトロール）」（今回調査＝

35.0％、前回調査＝32.7％）を求めている。 

 高齢者等への特殊詐欺被害防止対策の設問では、「テレビ・ラジオコマーシャル放送」

（55.6％）への要望が約５割半と最も多くなっている。 

◆ 安全で安心な地域社会を実現するために効果的な地域の取組として「防犯カメラの設

置」が７割以上

防犯カメラについての設問では、「設置すべきである」（51.1％）と「プライバシーに配慮
したうえで設置すべきである」（45.6％）で、合わせて９割以上の人が設置すべきと回答して
いる。 

安全で安心な地域社会を実現するために効果的な地域の取組についての設問では、「防

犯カメラの設置」（74.4％）を効果的と考えている人が７割以上となっている。他、「街路

灯の設置や公園の見通しを良くするなどの整備」（67.2％）も効果的だと考える人が７割

弱となっている。

　参加している、あるいは参加を希望する防犯活動についての設問では、「通学路におけ

る子どもの保護や誘導」（26.2％）が最も多くなっている。

◆ 犯罪発生や防犯に関する広報について十分と不十分が拮抗

犯罪発生や防犯に関する広報の充足度についての設問では、「十分・まあ十分」（今

回調査＝38.4％、前回調査＝42.0％）と、「不十分・あまり十分でない」（今回調査＝

40.8％、前回調査＝39.0％）が拮抗している。 

要望する広報項目についての設問では、６割程度が「地域の犯罪発生状況」（58.1％）

を、４割程度が「悪質商法やオレオレ詐欺、還付金詐欺などの特殊詐欺」（43.0％）の情報

充実を望んでいる。 

広報に活用してほしい情報媒体としての設問では、「テレビ、ラジオの広報」（57.8％）、

「広報誌への掲載(回覧板)」（39.4％）、「新聞、雑誌の広報」（31.2％）が多くなってい

る。 

◆ 少年の健全育成のための必要な取組として、いじめ対策、有害環境を排除する活動、

相談活動への要望がそれぞれ４割以上

少年の健全育成のために必要な取組についての設問では、「少年のいじめ対策」

（49.0％）や「有害サイトなど青少年を取り巻く有害環境を排除する活動」（44.4％）、

「少年及び保護者の悩みに対する相談活動」(40.4％）への要望が４割以上で高くなって

いる。 

◆ 事件や事故の被害に遭ったとき警察に望む支援活動

被害時に警察に望む支援活動についての設問では、「報道などによる過熱取材からの平

穏な私生活や、人権の保護」への要望が約６割（58.9％）となっている。他、「カウンセ

リングなどで精神的な被害回復の手助けをしてもらいたい」(49.8％)、「経済的な支援を

してもらいたい」（44.7％）、「事件や事故の被害による家庭内の困りごとの相談にのって

もらいたい」（43.3％）、「捜査や犯人の状況、裁判や処罰の内容などを詳しく教えてもら

いたい」（40.9％）が４割以上となっている。
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◆ 特に警察に力を入れてほしいインターネット犯罪への対策として、６割強がインター
ネットを利用した犯罪の取締りを要望

インターネットを利用した犯罪に不安に感じた経験の有無についての設問では、約７

割（69.3％）は「ある」としている。

インターネットを利用した犯罪に対して、特に警察に力を入れてほしい対策について

の設問では、「インターネットを利用した犯罪の取締り」（64.8％）が６割強、「イン

ターネット上の違法・有害情報に対する監視活動（サイバーパトロール）」（49.3％）

が約５割、「新聞やテレビなどマスメディアを通じた広報」（30.7％）が約３割で多く

なっている。 

３ 交通安全対策 

◆ 自転車の交通ルールの徹底や高齢者・子供を交通事故から守る対策の要望が上位

　交通安全対策への要望についての設問では、３割以上が「自転車利用者に対する交通

ルールの周知徹底」（34.8％）や「児童・幼児を交通事故から守るための対策」

（31.8％）、「高齢者を交通事故から守るための対策」（30.7％）の強化をあげている。

　「高齢者を交通事故から守るための対策」と回答した方への高齢者の交通事故防止を図

るために警察に力を入れてほしい交通安全対策についての設問では、「運転免許証自主返納

制度の積極的な周知」が６割弱（57.1％）となっている。他、「高齢運転者（自転車を除

く）に対するドライビングスクール」（53.0％）、「高齢歩行者に対する参加・体験型の安

全教育などの安全意識の周知」（40.1％）への要望が多くなっている。 

交通事故や違反を減らすための取締りの要望についての設問では、約６割が「飲酒運

転」（59.3％）と「妨害運転（あおり運転）の取締り」（59.0％）をあげている。続いて、

「自転車利用者に対する指導取締り」（36.0％）、「携帯電話使用の取締り」（27.9％）を望

み、様々な取締りの強化が求められている。 

自転車利用者の交通マナーについての設問では、『良い』が9.4％、『悪い』が50.7％と

なっている。 

悪いと答えた理由についての設問では、６割弱が「携帯電話などを操作しながらの運

転」（58.0％）をあげている。 
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Ⅲ  調査結果 
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1．新潟県の治安に関する印象

問１ あなたは、現在の新潟県は、治安が良く、安全で安心して暮らせる県だと

思いますか。（○は１つ） 

そう思う

24.9%

どちらかといえばそう

思う

54.8%

あまりそう思わない

6.6%

そう思わない

3.5%

どちらともいえない

7.2%

わからない

1.8%

無回答

1.3%
全体結果(n=1132)

『そう思う・計』 79.7%

『そう思わない・計』 10.1%

24.9

27.4

21.9

54.8

55.5

52.3

6.6

5.5

11.0

3.5

2.0

4.9

7.2

7.2

8.0

1.8

2.0

1.6

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

《前々回H30年調査》

(n=1141)

そう思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない そう思わない

どちらともいえない わからない 無回答

約８割は「新潟県は治安が良く、安全で安心して暮らせる」と感じている。  

現在の新潟県は治安が良く、安全で安心して暮らせる県だと思うか全員に尋ねた。 

 「そう思う」と回答したのは 24.9％、「どちらかといえばそう思う」が 54.8％で、

両者を合計した 79.7％が『治安が良く、安全で安心して暮らせる』と感じている。 

一方、「そう思わない」は 3.5％、「あまりそう思わない」は 6.6％で、両者を合計

した 10.1％は『安全で安心して暮らせる』とは感じていない。 

 また、「どちらともいえない」（7.2％）と「わからない」（1.8％）で１割弱を占めて

いる。 

【前回調査比較】 

 『そう思う・計』の割合は、《前回 R4 年調査》82.9％、今回 79.7％で、前回から

減少している。 

 一方で、『そう思わない・計』の割合は、《前回 R4 年調査》7.5％、今回 10.1％で、

前回調査から増加した。 

0.4 

0.4 
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2．新潟県警察の印象 

（1）新潟県警察の印象

問２ あなたは、新潟県警察にどのような印象を持っていますか。（○は１つ） 

非常に良い印象を

持っている

5.0%

良い印象を

持っている

23.9%

どちらかといえば、良い

印象を持っている

43.3%

どちらかといえば、悪い

印象を持っている

7.0%

悪い印象を持っている

1.4%

非常に悪い印象を

持っている

0.8%
わからない

17.6%

無回答

1.1%

全体結果(n=1132)

『良い印象を持っている・計』 72.2%

『悪い印象を持っている・計』 9.2%

5.0

4.2

3.9

23.9

25.0

24.8

43.3

43.3

45.0

7.0

7.9

7.5

1.4

1.6

1.1

17.6

17.1

16.6

1.1

0.4

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

《前々回H30年調査》

(n=1141)

非常に良い印象を持っている 良い印象を持っている どちらかといえば、良い印象を持っている

どちらかといえば、悪い印象を持っている 悪い印象を持っている 非常に悪い印象を持っている

わからない 無回答

７割以上は新潟県警察に良い印象を持っている。  

新潟県警察に対する印象を全員に尋ねた。 

 「非常に良い印象を持っている」（5.0％）、「良い印象を持っている」（23.9％）、

「どちらかといえば、良い印象を持っている」（43.3％）を合計した『良い印象を持

っている・計』の割合は 72.2％で、程度に差はあるものの７割以上が良い印象を持

っている。 

 一方、「非常に悪い印象を持っている」（0.8％）、「悪い印象を持っている」（1.4％）、

「どちらかといえば、悪い印象を持っている」（7.0％）を合計した『悪い印象を持っ

ている・計』の割合は 9.2％となっている。また、「わからない」が 17.6％となって

いる。 

【前回調査比較】 

 『良い印象を持っている・計』の割合は、《前回 R4 年調査》72.5％、今回 72.2％

で、前回から微減している。 

 『悪い印象を持っている・計』の割合も、《前回 R4 年調査》10.1％、今回 9.2％で、

前回調査からは微減した。 

0.8

0.6

0.6
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（2）新潟県警察の印象決定理由

４割弱は警察官の態度や行動が警察に対する印象を決めている。

新潟県警への印象を持つことになった理由を全員に尋ねた。 

 全体では「警察官の態度や行動によって」（37.7％）、「なんとなく漠然としたイメ

ージから」（37.7％）が同率で最も高くなっている。 

 以下、「新聞やテレビなどの報道から」（19.9％）、「凶悪事件や窃盗などの犯罪の取

締り状況から」（7.3％）、「大規模災害などの発生時の対応から」（6.5％）が続く。 

問３ 問２の印象を持った理由は何ですか。（○はいくつでも） 

37.7

37.7

19.9

7.3

6.5

0.5

4.7

10.5

4.0

38.1

37.8

20.0

6.6

5.1

0.5

4.0

9.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

警察官の態度や行動によって

なんとなく・漠然としたイメージから

新聞やテレビなどの報道から

凶悪事件や窃盗などの犯罪の取締り状況から

大規模災害などの発生時の対応から

ホームページ、YouTube、X（旧Twitter）

その他

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)
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クロス集計：良い印象を持った場面、悪い印象を持った場面ごとの集計分析

46.1

41.6

22.9

8.6

8.2

0.4

2.4

0.9

1.5

11.5

65.4

25.0

9.6

2.9

2.9

17.3

1.0

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

なんとなく・漠然としたイメージから

警察官の態度や行動によって

新聞やテレビなどの報道から

凶悪事件や窃盗などの犯罪の取締り状況から

大規模災害などの発生時の対応から

ホームページ、YouTube、X（旧Twitter）

その他

わからない

無回答

良い印象を持っている 計

(n=817)

悪い印象を持っている 計

(n=104)

「良い印象」を持っている人の５割弱は「なんとなく漠然としたイメージから」。
   「悪い印象」を持っている人の７割弱は「警察官の態度や行動によって」。 

 問２で質問した『新潟県警察の印象』と問３をクロス集計した結果、『良い印象を

持っている・計』（「非常に良い印象を持っている」「良い印象を持っている」「どちら

かといえば、良い印象を持っている」と回答した人の合計）では、「なんとなく漠然

としたイメージから」（46.1％）と「警察官の態度や行動によって」（41.6％）をあげ

る人が多くなっている。 

 一方、『悪い印象を持っている・計』（「非常に悪い印象を持っている」「悪い印象を

持っている」「どちらかといえば、悪い印象を持っている」と回答した人の合計）は、

７割弱が「警察官の態度や行動によって」（65.4％）と回答している。 
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（3）印象を持った場面

問４（問３で「１警察官の態度や行動によって」と答えた方だけにお聞きしま

す。） 

あなたは、その印象をどのような場面で持ちましたか。（○はいくつでも）  

35.1

29.0

25.5

21.3

15.9

15.5

12.2

6.3

4.0

3.3

16.2

0.7

36.6

32.3

24.0

22.8

16.2

13.9

17.6

6.5

4.6

4.0

10.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40%

警察官の訪問を受けたとき

交通整理やパトロールをしている警察官を見たとき

困りごとの相談をしたとき

落とし物や拾い物の届出をしたとき

警察に電話をかけたとき

交通事故の届出をしたとき

運転免許の手続をしたとき

警察が行う講習会などに参加したとき

道を尋ねたとき

犯罪被害の届出をしたとき

その他

無回答

《今回調査》

(n=427)

《前回R4年調査》

(n=495)

「警察官の訪問を受けたとき」の印象が最も高いと回答。  

 『警察官の態度や行動によって』新潟県警察の印象を持ったと回答した 427 人に、

どのような場面で印象を持ったかを尋ねた。 

 全該当者では、「警察官の訪問を受けたとき」（35.1％）が最も多く、「交通整理や

パトロールをしている警察官を見たとき」（29.0％）がこれに続いている。 

 以下、「困りごとの相談をしたとき」（25.5％）、「落とし物や拾い物の届出をしたと

き」（21.3％）、「警察に電話をかけたとき」（15.9％）、「交通事故の届出をしたとき」

（15.5％）、「運転免許の手続をしたとき」（12.2％）が続く。 
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クロス集計：良い印象を持った場面、悪い印象を持った場面ごとの集計分析

41.2

27.9

24.4

23.8

17.4

16.2

13.2

7.1

5.0

2.4

11.5

0.3

8.8

30.9

7.4

27.9

10.3

10.3

7.4

2.9

0.0

7.4

44.1

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

警察官の訪問を受けたとき

交通整理やパトロールをしている警察官を見たとき

落とし物や拾い物の届出をしたとき

困りごとの相談をしたとき

警察に電話をかけたとき

交通事故の届出をしたとき

運転免許の手続をしたとき

警察が行う講習会などに参加したとき

道を尋ねたとき

犯罪被害の届出をしたとき

その他

無回答

良い印象を持っている 計

(n=817)

悪い印象を持っている 計

(n=104)

「良い印象」を持っている人の約４割は「警察官の訪問を受けた時」の印象。  

問２で質問した『新潟県警察の印象』と問４をクロス集計した結果、『良い印象

を持っている・計』は、「警察官の訪問を受けたとき」（41.2％）の割合が『悪い印象

を持っている・計』（8.8％）に比べかなり高くなっている。 

　「落とし物や拾い物の届出をしたとき」「警察に電話をかけたとき」「交通事故の届

出をしたとき」「運転免許の手続をしたとき」「警察が行う講習会などに参加したと

き」「道を尋ねたとき」も『良い印象を持っている・計』の方が高い割合を示してい

る。 

 逆に、「交通整理やパトロールをしている警察官を見たとき」「困りごとの相談をし

たとき」「犯罪被害の届出をしたとき」は、『悪い印象を持っている・計』の方が高い

割合となっている。 
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（4）警察活動全般についての満足度

問５ あなたは、現在の警察活動全般に満足していますか。（○は１つ） 

非常に満足している

4.1%

ほぼ満足

している

30.3%

普通だと思う

45.9%

やや不満である

6.6%

非常に不満である

1.3%

わからない

10.1%

無回答

1.7%
全体結果(n=1132)

『満足している・計』 34.4%

『不満である・計』 8.0%

4.1

4.2

4.0

30.3

29.4

30.0

45.9

46.8

45.0

6.6

6.6

8.6

1.3

1.8

1.1

10.1

9.9

10.4

1.7

1.2

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

《前々回H30年調査》

(n=1141)

非常に満足している ほぼ満足している 普通だと思う やや不満である

非常に不満である わからない 無回答

約３人に１人は警察活動全般に満足している。  

～ 『不満』は０ .４ポイント減少 ～ 

　警察活動全般についての満足度を全員に尋ねた。 

 「普通だと思う」（45.9％）と回答した人が最も多く５割弱を占めている。 

　「非常に満足している」（4.1％）と「ほぼ満足している」（30.3％）を合計した

『満足・計』は 34.4％となり、3 人に 1 人程度は満足している。 

逆に、「非常に不満である」（1.3％）と「やや不満である」（6.6％）を合計した

『不満・計』は 8.0％となっている。 

【前回調査比較】 

 『満足・計』の割合の推移を見ると、《前回 R4 年調査》33.6％、今回 34.4％で、

前回から微増している。 

 一方、『不満・計』の割合は、《前回 R4 年調査》8.4％、今回 8.0％で、前回から微

減している。 
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（5）警察活動についての満足度

問６ あなたは、次の①～⑮の警察活動についてどの程度満足していますか。  

各項目について、あなたの考えに最も近い番号について○をつけてくださ

い。（○は１つ） 

4.9

5.5

6.1

5.6

2.6

4.0

4.2

3.1

2.3

3.7

4.2

5.0

8.0

2.4

3.0

17.4

24.3

17.0

20.8

11.3

10.6

11.9

11.2

6.3

14.8

18.5

17.6

21.0

6.8

6.5

43.5

49.4

43.1

46.7

43.5

37.2

41.2

43.6

37.5

41.3

49.3

42.5

40.1

36.6

35.4

4.8

6.9

10.2

6.4

7.2

4.8

5.3

11.3

7.7

11.0

12.3

19.1

2.7

7.5

3.4

1.9

2.6

1.3

1.1

1.8

1.3

3.2

3.7

4.6

6.2

4.1

1.1

3.0

1.3

25.4

9.2

18.0

16.2

31.0

38.7

33.0

24.8

39.2

21.6

7.0

8.7

23.9

41.0

47.6

3.1

2.8

3.0

3.0

3.4

3.0

3.1

2.8

3.4

3.0

2.7

3.0

3.2

2.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①様々な相談や窓口などの対応

②地域におけるパトロール活動

③交番や駐在所での警察官の常駐

④子供の安全・安心を守るための活動

⑤少年非行防止活動

⑥暴力団対策や覚醒剤・大麻等の違法

薬物、拳銃などの犯罪の取締り

⑦殺人、強盗などの凶悪犯罪の取締り

⑧自転車盗、空き巣などの身近なところ

で発生している犯罪の取締り

⑨来日外国人による犯罪の取締り

⑩オレオレ詐欺や架空料金請求詐欺、

還付金詐欺などの特殊詐欺の取締り

⑪交通指導取締り

⑫信号機、道路標識などの整備

⑬災害が発生したときの救出救助活動

⑭ストーカー、ＤＶ（ドメスティックバイオ

レンス）などの被害者を守る活動

⑮テロの防止活動

(各 n=1132)

非常に満足している ほぼ満足している 普通だと思う やや不満である

非常に不満である わからない 無回答

1.0
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各種警察活動について、それぞれどの程度満足しているかを全員に尋ねた。　

　「非常に満足している」「ほぼ満足している」の回答者を合計した『満足・計』の

割合は、〈②地域におけるパトロール活動〉（29.8％）、〈⑬災害が発生したときの救出救

助活動〉（29.1％）、〈④子供の安全・安心を守るための活動〉（26.3％）、〈③交番や駐在

所での警察官の常駐〉（23.1％）、〈⑪交通指導取締り〉（22.6％）、〈⑫信号機、道路標識

などの整備〉（22.6％）、〈①様々な相談や窓口などの対応〉（22.3％）が 2 割を超え

る。以下、〈⑩オレオレ詐欺や架空料金請求詐欺、還付金詐欺などの特殊詐欺の取締

り〉（18.5％）、〈⑦殺人、強盗などの凶悪犯罪の取締り〉（16.2％）、〈⑥暴力団対策や覚

醒剤・大麻等の違法薬物、拳銃などの犯罪の取締り〉（14.6％）、〈⑧自転車盗、空き巣

などの身近なところで発生している犯罪の取締り〉（14.3％）、〈⑤少年非行防止活動〉

（13.9％）の順となっている。 

一方、「非常に不満である」と「やや不満である」の回答者を合計した『不満・

計』の割合は、〈⑫信号機、道路標識などの整備〉（23.1％）が２割強で最も多くなって

いる。〈⑪交通指導取締り〉（18.5％）、〈⑩オレオレ詐欺や架空料金請求詐欺、還付金詐

欺などの特殊詐欺の取締り〉（15.6％）、〈⑧自転車盗、空き巣などの身近なところで

発生している犯罪の取締り〉（14.5％）、〈③交番や駐在所での警察官の常駐〉

（12.7％）、〈⑨来日外国人による犯罪の取締り〉（11.4％）、〈⑭ストーカー、ＤＶ

（ドメスティックバイオレンス）などの被害者を守る活動〉（10.5％）がこれに続いて

いる。 

『不満・計』が『満足・計』を上回っているのは、〈⑨来日外国人による犯罪の取締

り〉(2.8 ポイント)、〈⑭ストーカー、DV（ドメスティックバイオレンス）などの被害者を

守る活動〉(1.3 ポイント)、〈⑫信号機、道路標識などの整備〉(0.5 ポイント)、〈⑧自転車

盗、空き巣などの身近なところで発生している犯罪の取締り〉(0.2 ポイント)で、他の項目

は『満足・計』が『不満・計』を上回っている。 

「来日外国人による犯罪の取締り」と「ストーカー、ＤＶなどの被害者を守る活動」

                          に対する『不満度』が『満足度』を上回 っている。 
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3．安全で安心なまちづくり 

（1）自分や家族が犯罪に遭う不安

問７ あなたは、ここ３年間くらいで、あなた自身や家族が犯罪に遭うかもしれ

ないと不安になることが多くなったと思いますか。（○は１つ） 

多くなったと思う

13.8%

どちらかといえば、

多くなったと思う

42.3%

どちらかといえば、

少なくなったと思う

6.4%

少なくなったと思う

2.3%

どちらとも

いえない

26.9%

わからない

7.5%

無回答

0.9%
全体結果(n=1132)

『多くなったと思う・計』 56.1%

『少なくなったと思う・計』 8.7%

13.8

10.9

14.5

42.3

40.0

42.3

6.4

6.2

5.0

2.3

4.5

2.5

26.9

29.3

29.4

7.5

8.1

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

《前々回H30年調査》

(n=1141)

多くなったと思う どちらかといえば、多くなったと思う どちらかといえば、少なくなったと思う

少なくなったと思う どちらともいえない わからない

無回答

半数以上が「犯罪に遭う不安を感じることが多くなった」と回答。  

 ここ３年間くらいで、自分や家族が犯罪に遭う不安を感じることが多くなったと思う

か、全員に尋ねた。 

 「多くなったと思う」が 13.8％、「どちらかといえば、多くなったと思う」が

42.3％で両者を合計した『多くなったと思う・計』で半数以上（56.1％）を占める。 

 一方、「少なくなったと思う」（2.3％）と「どちらかといえば、少なくなったと思

う」（6.4％）を合計した『少なくなったと思う・計』は 8.7％で１割弱となっている。 

 「どちらともいえない」が 26.9％、「わからない」が 7.5％となっている。 

【前回調査比較】 

 『多くなったと思う・計』の割合は、《前回 R4 年調査》では 50.9％、今回 56.1％

で、前回から増加している。 

 一方で、『少なくなったと思う・計』の割合は、《前回 R4 年調査》10.7％、今回

8.7％で、減少している。 

0.9

1.0

0.8
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（2）犯罪に遭うかもしれない不安を持つことになった理由

問 8 問 7 の印象を持った理由は何ですか。（〇はいくつでも）  

52.9

27.8

24.9

13.4

6.2

5.5

7.0

4.4

54.0

30.9

22.3

10.6

5.8

5.2

5.9

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

新聞やテレビなどの報道から

なんとなく・漠然としたイメージから

インターネット、ＳＮＳの情報から

自分の周囲で犯罪が発生したから

生活環境の変化（進学・引っ越しなど）があったから

警察の防犯活動が不十分と感じるから

その他

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

５割強が「新聞やテレビなどの報道から」を理由にあげている。 

犯罪に遭うかもしれないという不安を持つことになった理由を全員に尋ねた。 

 「新聞やテレビなどの報道から」（52.9％）が最も多い。次いで「なんとなく・漠

然としたイメージから」（ 27.8％）、「インターネット、ＳＮＳからの情報から」

（24.9％）が２割台、「自分の周囲で犯罪が発生したから」（13.4％）が１割台となっ

ている。 
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（3）不安を感じる場所

問 9 あなたは、自分の身近な人が犯罪の被害に遭うかもしれないと不安になる

場所はどこですか。（〇はいくつでも）  

52.4

46.6

35.9

31.9

26.2

16.3

15.4

14.1

3.0

6.7

1.7

54.1

43.9

29.7

31.1

25.1

15.8

15.7

15.2

3.2

7.9

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

道路上

インターネット空間

自宅

繁華街

駐車場・駐輪場

電車・バスなどの乗り物の中

駅

公園

その他

特にない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

５割強が「道路上」と回答。 

身近な人が犯罪の被害に遭うかもしれない不安になる場所を全員に尋ねた。 

 「道路上」（52.4％）が最も多い。次いで「インターネット空間」（46.6％）、「自

宅」（35.9％）、「繫華街」（31.9％）、「駐車場・駐輪場」（26.2％）の順で続いている。 
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（4）特に警察に力を入れて取り締まってほしい犯罪

問 10 あなたは、特に警察に力を入れて取り締まってほしいと思う犯罪はどれです

か。（○は３つまで）  

51.2

41.1

21.1

19.2

18.6

17.7

17.4

16.8

14.8

11.0

10.5

9.8

8.8

8.0

6.4

4.8

4.4

4.2

2.4

2.1

2.5

1.6

48.8

45.5

20.1

16.7

19.0

18.0

18.4

15.7

12.9

9.8

5.2

9.4

10.5

7.2

7.6

4.6

3.8

7.3

2.2

2.5

1.4

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

オレオレ詐欺や架空料金請求詐欺、還付金詐欺などの特

殊詐欺

飲酒運転やひき逃げ、妨害運転（あおり運転）などの悪質

危険な交通法令違反

不正アクセスやフィッシング詐欺などのサイバー犯罪

空き巣や事務所荒しなどの侵入犯罪

殺人、強盗、傷害などの凶悪・粗暴犯罪

悪質商法やヤミ金融などの経済犯罪

痴漢や不同意わいせつなどの性的犯罪

児童ポルノ、児童買春、誘拐および児童虐待などの子供に

対する犯罪

不法投棄などの環境犯罪

ストーカー、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）などの犯罪

来日外国人による犯罪

覚醒剤・大麻等の売買、乱用等の薬物犯罪

刃物を使用した犯罪

自動（転）車盗やひったくり、路上強盗などの犯罪

暴力団や準暴力団（半グレ）による犯罪

贈収賄などの汚職や選挙違反のような潜在的な犯罪

客引きなどの迷惑行為や売春などの風俗に関わる犯罪

拳銃などの銃器を使用した犯罪

国際テロ組織などによるテロ行為

その他

特にない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)
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       「オレオレ詐欺や架空料金請求詐欺、還付金詐欺などの特殊詐欺」の

                                  取締り強化を望む人が多い。 

特に警察に力を入れて取り締まってほしい犯罪を全員に尋ねた。 

 最も多かったのは「オレオレ詐欺や架空料金請求詐欺、還付金詐欺などの特殊詐

欺」（51.2％）で、「飲酒運転やひき逃げ、妨害運転（あおり運転）などの悪質危険な

交通法令違反」（41.1％）が続く。 

 以下、「不正アクセスやフィッシング詐欺などのサイバー犯罪」（21.1％）、「空き巣

や事務所荒しなどの侵入犯罪」（19.2％）が約２割で続く。 

〔参考〕 

内閣府の全国調査結果（令和３年 12 月実施） 

59.9

59.1

47.0

41.3

38.4

34.2

33.1

32.6

32.1

32.1

30.1

27.8

27.3

26.0

19.9

19.6

19.2

17.9

17.7

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

飲酒運転等悪質・危険な交通法令違反

殺人、強盗、暴行、傷害などの

凶悪・粗暴な犯罪

特殊詐欺や悪質商法などの犯罪

フィッシング詐欺などのサイバー犯罪

誘拐、子どもの連れ去りやいたずら

麻薬、覚醒剤の売買、乱用などの薬物犯罪

痴漢や強制わいせつなどの性的犯罪

空き巣などの住宅などに

侵入して物を盗む犯罪

児童ポルノ、児童買春などの子ども

に対する犯罪

ＤＶ、児童虐待などの家庭内での犯罪

来日外国人による組織犯罪

ストーカー行為

乗り物を盗む犯罪や車内から物を盗む犯罪

サイバー攻撃による機密情報や

個人情報の流出

暴力団や準暴力団などによる組織犯罪

すり、ひったくりなどの携行品を盗む犯罪

インフラへのサイバー攻撃による

システム障害

国際テロ組織などによるテロ行為

外出自粛等をめぐるトラブル等

に起因する犯罪

内閣府の全国調査

（n=1,790）

問 あなたが、警察に特に力を入れて取り締まってほしい犯罪は何ですか。（複数回答）
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（5）特に警察に力を入れてほしい犯罪予防活動

問 11 あなたは、犯罪の予防活動として、特に警察に力を入れてほしいと思う

のはどのような活動ですか。（○は３つまで）  

52.0

35.0

29.3

25.7

25.5

23.0

18.9

10.8

9.9

8.4

5.1

3.8

0.8

2.9

1.9

1.0

55.7

32.7

30.4

27.4

24.7

22.2

18.5

10.6

8.1

7.2

6.1

4.2

1.4

2.3

1.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

制服警察官やパトカーによるパトロール

インターネット上の違法・有害情報に対する監視活動（サイ

バーパトロール）

各種相談や要望に応じる窓口の充実

交番や駐在所における警察官の常駐

110番通報に対する迅速な対応

学校や地域社会での防犯指導

地域の犯罪発生状況の広報

少年の非行防止活動

警察官による各家庭への訪問活動

住民によるパトロールや自主的な防犯活動をしている団体

への支援

犯罪被害者の実態についての広報

地域住民と連携した繁華街などの風俗環境浄化活動

その他

特にない

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)
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５割強が「制服警察官やパトカーによるパトロール」の強化を望んでいる。 

犯罪の予防活動として、特に警察に力を入れてほしいことを全員に尋ねた。 

「制服警察官やパトカーによるパトロール」（52.0％）が最も多く、「インターネッ

ト上の違法・有害情報に対する監視活動（サイバーパトロール）」（35.0％）が３割台、

「各種相談や要望に応じる窓口の充実」（29.3％）、「交番や駐在所における警察官の

常駐」（25.7％）、「110 番通報に対する迅速な対応」（25.5％）、「学校や地域社会での

防犯指導」（23.0％）が２割台となっている。
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（6）高齢者等への特殊詐欺被害防止対策

問 12 あなたは、高齢者等がオレオレ詐欺や還付金詐欺などの特殊詐欺被害に

遭わないようにするために、どのような警察活動が効果的だと考えます

か。（○は３つまで）  

55.6

38.8

30.6

29.9

28.3

26.7

14.5

8.6

5.1

2.0

2.6

2.7

1.1

58.3

36.1

33.7

30.7

22.1

27.2

15.5

9.6

5.9

2.2

3.2

2.7

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

テレビ・ラジオコマーシャル放送

金融機関・コンビニ等における広報・被害防止訓練

防犯チラシの配布・回覧

警察官による家庭・職場訪問による情報提供

防犯機能付き電話機プレゼントキャンペーン

新聞・雑誌等への広告掲載

交番・駐在所発行の広報紙による情報提供

各種会議・防犯教室などでの講話

メールによる情報提供

県警ホームページへのＷｅｂ動画掲載

その他

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

約５割半が「テレビ・ラジオコマーシャル放送」と回答。 

 高齢者等へのオレオレ詐欺や還付金詐欺などの特殊詐欺被害防止対策を全員に尋ね

た。 

 「テレビ・ラジオコマーシャル放送」（55.6％）が最も多く、「金融機関・コンビニ

等における広報・被害防止訓練」（38.8％）、「防犯チラシの配布・回覧」（30.6％）が

３割台、「警察官による家庭・職場訪問による情報提供」（29.9％）、「防犯機能付き電

話機プレゼントキャンペーン」（28.3％）、「新聞・雑誌等への広告掲載」（26.7％）が

２割台となっている。 
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（7）防犯カメラの設置について

問 13 あなたは、防犯カメラの設置（特に道路、駅、広場などの街頭に設置す

るもの）について、どう思いますか。（○は１つ） 

設置すべき

である

51.1%

プライバシーに

配慮したうえで

設置すべきで

ある

45.6%

プライバシーの問題

があるので設置す

べきでない

1.0%

設置すべきでない

0.1%

わからない

1.5% 無回答

0.8%

全体結果(n=1132)

『設置すべきである・計』 96.6%

『設置すべきでない・計』 1.1%

51.1

55.0

45.6

42.0

1.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

設置すべきである プライバシーに配慮したうえで設置すべきである

プライバシーの問題があるので設置すべきでない 設置すべきでない

わからない 無回答

９割以上の人が、防犯カメラを設置すべきと回答。 

防犯カメラの設置について全員に尋ねた。 

 「設置すべきである」が 51.1％、「プライバシーに配慮したうえで設置すべきであ

る」が 45.6％で、両者を合計した『設置すべきである・計』は 96.6％となる。一方、

「設置すべきでない」（0.1％）と「プライバシーの問題があるので設置すべきでな

い」（1.0％）を合計した『設置すべきでない・計』はわずか 1.1％となっている。 

【前回調査比較】 

 『設置すべきである・計』の割合は、《前回 R4 年調査》では 97.0％、今回 96.6％

で、前回から微減している。 
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（8）安全で安心な地域社会を実現するために効果的な地域の取組

問 14 あなたは、安全で安心な地域社会を実現するための地域の取組として、

どのようなことが効果的だと考えますか。（○はいくつでも）  

74.4

67.2

26.8

26.2

19.2

15.7

1.8

2.7

0.8

73.2

68.1

28.0

22.7

18.4

13.6

1.6

3.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

防犯カメラの設置

街路灯の設置や公園の見通しを良くする

などの整備

自治体、学校と警察との間で協議会を設

置するなど連携の強化

防犯ブザー、玄関や窓の鍵の取替えなど

個人による防犯器具などの設置

住民によるパトロールなどの活動

自治会・町内会による防犯講習会の開催

その他

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

〔参考〕社会安全研究財団の全国調査結果（平成 30 年 9～10 月実施） 

68.5

63.0

41.1

22.5

15.8

12.8

1.4

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

街灯や防犯灯を増やす

防犯カメラを設置する

被害にあわないための情報提供

住民による防犯活動への支援

地域をパトロールする警備員を雇う

専門家による自宅等の防犯性能診断

その他

社会安全研究財団の全国調査

（n=1,718）

問 あなたは、地域の安全を守るために行政に何をしてほしいですか。（複数回答）

７割強が「防犯カメラの設置」が効果的と回答。 

 安全で安心な地域社会を実現するために効果的だと考える地域の取組を全員に尋ね

た。 

 「防犯カメラの設置」（74.4％）が最も多い。次いで「街路灯の設置や公園の見通

しを良くするなどの整備」（67.2％）が７割弱、「自治体、学校と警察との間で協議会

を設置するなど連携の強化」（26.8％）、「防犯ブザー、玄関や窓の鍵の取替えなど個

人による防犯器具などの設置」（26.2％）が２割台となっている。 
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（9）参加している・参加したい防犯活動

問 15 あなたは、どのような内容の防犯活動に参加していますか。また、参加
したいと思いますか。（○はいくつでも） 

26.2

15.3

9.9

9.8

8.1

5.0

1.2

39.8

12.9

1.7

30.4

17.6

12.2

8.5

7.7

3.1

1.4

38.5

12.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通学路における子供の保護や誘導

暗がりなど地域における防犯上危険な場所の点検

防犯パトロール

危険箇所などの地域安全マップや広報紙の作成

講習会などにおいて防犯活動に役立つ知識の指導

をしたり、防犯に関する相談を受けたりする活動

落書き消去などの環境の浄化

その他

参加していない・参加したくない

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

参加者・参加希望者のうち、３割弱が「通学路における子供の保護や誘導」 

への参加・参加を希望している。 

参加している・参加したい防犯活動の内容を、全員に尋ねた。 

 「通学路における子供の保護や誘導」（26.2％）が最も多く、「暗がりなど地域にお

ける防犯上危険な場所の点検」（15.3％）、「防犯パトロール」（9.9％）が続く。 
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（10）警察からの犯罪発生や防犯に関する広報の充足度

問 16 あなたは、警察からの犯罪発生や防犯に関する広報は十分だと思います

か。（○は１つ） 

十分だと思う

3.6%

まあ十分だ

と思う

34.8%

あまり十分では

ないと思う

32.8%

不十分だと思う

8.0%

わからない

19.9%

無回答

0.9%

全体結果(n=1132)

『十分だと思う・計』 38.4%

『十分ではない・

不十分だと思う・計』 40.8%

3.6

5.3

5.8

34.8

36.7

32.8

32.8

29.4

31.7

8.0

9.6

10.1

19.9

18.3

18.5 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

《前々回H30年調査》

(n=1141)

十分だと思う まあ十分だと思う あまり十分ではないと思う 不十分だと思う わからない 無回答

警察からの犯罪発生や防犯に関する広報に対して、十分と不十分が拮抗。 

警察からの犯罪発生や防犯に関する広報は十分だと思うかを全員に尋ねた。 

 「十分だと思う」（3.6％）と「まあ十分だと思う」（34.8％)を合計した『十分だと

思う・計』の割合は 38.4％、「不十分だと思う」（8.0％）と「あまり十分ではないと

思う」（32.8％)を合計した『十分ではない・不十分だと思う・計』の割合は 40.8％

で、広報について十分だと考える人、不十分だと考える人が４割前後で拮抗している。 

【前回調査比較】 

 『十分だと思う・計』の割合は、《前回 R4 年調査》では 42.0％、今回 38.4％で、

前回から減少している。 

 また、『十分ではない・不十分だと思う・計』の割合は、前回 39.0％、今回 40.8％で、

前回から微増している。 

1.1

0.6

0.9
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（11）特に警察に情報提供してほしいこと

問 17 あなたは、安全安心に暮らすために、特に警察に情報提供してほしいと

思うことはどれですか。（○は３つまで）  

58.1

43.0

36.1

22.1

17.5

15.4

14.1

13.3

10.8

7.3

6.2

0.7

3.3

2.0

1.0

61.8

39.6

41.6

21.5

20.3

14.8

13.9

11.6

11.0

7.6

5.2

1.0

2.2

2.1

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域の犯罪発生状況

悪質商法やオレオレ詐欺、還付金詐欺などの特殊詐欺

子供に対する「声かけ」などの不審者情報

地域の交通事故発生状況

コンピュータウイルス等のサイバー犯罪に関する情報

空き巣などの住宅侵入防止などに対する防犯関連器具

事件・事故の捜査に対する協力依頼や具体的な通報の

仕方

交通規制や渋滞状況などの道路交通情報

交通違反の公開取締り情報

犯罪被害者などに対する支援活動

警察が行うイベントや地域安全活動

その他

特にない

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)
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警察の情報提供に関して、約６割が「地域の犯罪発生状況」を望んでいる。  

特に警察に情報提供してほしいと思うことを全員に尋ねた。 

 「地域の犯罪発生状況」（58.1％）が最も多く、「悪質商法やオレオレ詐欺、還付金

詐欺などの特殊詐欺」（ 43.0％）、「子供に対する『声かけ』などの不審者情報」

（36.1％）が続いている。 
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（12）広報に活用してほしい情報媒体

問 18 あなたは、安全安心に暮らす情報を得るために、警察からどのような方

法で広報をしてほしいですか。（○はいくつでも）  

57.8

39.4

31.2

21.8

20.4

19.7

17.1

14.1

13.1

12.7

9.5

5.0

1.0

3.4

1.7

61.9

38.4

32.7

19.6

18.3

21.8

17.4

14.2

11.1

14.5

10.3

4.6

0.9

3.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

テレビ、ラジオの広報

広報誌への掲載(回覧板)

新聞、雑誌の広報

ソーシャルメディア（X（旧Twitter）、YouTubeなど）による

発信

警察官による家庭や事務所訪問

防災無線

公共施設などでのポスター掲示

街頭などの電光掲示板、大型液晶モニター、デジタルサ

イネージ

防犯や交通安全などの各種イベント

メール配信による広報

ホームページへの掲載

街頭でのチラシ配布

その他

特にない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

「テレビ、ラジオの広報」「広報誌への掲載(回覧板)」「新聞、雑誌の広報」を 

警察からの情報媒体として望んでいる。  

 安全安心に暮らす情報を得るために、警察からどのような方法で広報をしてほしい

かを全員に尋ねた。 

 「テレビ、ラジオの広報」（57.8％）が最も多く６割弱にのぼる。以下、「広報誌へ

の掲載(回覧板)」（39.4％）、「新聞、雑誌の広報」（31.2％）が３割台で続いている。 
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（13）少年の健全育成のために必要な取組

問 19 あなたは、少年の健全育成のため必要だと思う取組はどのような取組で

すか。（○はいくつでも） 

49.0

44.4

40.4

30.6

29.1

28.9

25.7

22.9

20.0

13.2

5.3

1.3

52.2

42.2

38.5

29.2

31.1

28.8

25.4

22.9

21.2

14.9

5.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

少年のいじめ対策

有害サイトなど青少年を取り巻く有害環境を排除する活

動

少年及び保護者の悩みに対する相談活動

喫煙・飲酒などの不良行為少年の街頭補導活動

少年の居場所づくりや少年とのふれあい活動

非行少年に対する継続的な指導助言などの再非行防止

対策

自転車盗・万引きなどの非行少年の検挙活動

少年及び保護者に対する非行防止広報、非行防止教室

の開催

あいさつ運動や環境美化など地域ぐるみによる少年の

規範意識の向上施策

ハローワークなど関係機関と連携した就労支援活動

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

約５割が「少年のいじめ対策」への取組を要望している。  

少年の健全育成のために必要だと思う取組について全員に尋ねた。 

「少年のいじめ対策」（49.0％）が最も多く、約５割となっている。以下、「有害サ

イトなど青少年を取り巻く有害環境を排除する活動」（44.4％）、「少年及び保護者の

悩みに対する相談活動」（40.4％）が４割台、「喫煙・飲酒などの不良行為少年の街

頭補導活動」（30.6％）が３割台で続いている。
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（14）事件や事故の被害に遭ったとき警察に望む支援活動

問 20 警察では、犯罪被害者などが直面する経済的、精神的な困難を少しでも

和らげるため、給付金の支給や心配事の相談に対応するなどの支援活動を

行っていますが、もしあなた自身や家族が事件や事故の被害に遭ったとき

に、警察に対してどのような支援活動を望みますか。（○はいくつでも）  

58.9

49.8

44.7

43.3

40.9

22.8

0.9

1.8

6.0

1.5

59.0

46.1

44.5

41.1

42.1

23.7

1.2

2.2

5.4

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

報道などによる過熱取材から平穏な私生活や、人権を

守ってもらいたい

カウンセリングなどで精神的な被害回復の手助けをして

もらいたい

経済的な支援をしてもらいたい

事件や事故の被害による家庭内の困りごとの相談に

のってもらいたい

捜査や犯人の状況、裁判や処罰の内容などを詳しく教

えてもらいたい

警察の事情聴取、病院、検察庁、裁判所などに付き添っ

てもらいたい

その他

特にない

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

「報道などによる過熱取材から守って…」「カウンセリングなどで…」  

「経済的な支援…」「事件や事故の被害…」等についてのニーズが高い。 

～ 多種多様な支援活動に対応することが必要 ～ 

自分や家族が事件や事故の被害に遭ったとき、警察にはどのような支援活動を望む

かを全員に尋ねた。 

「報道などによる過熱取材から平穏な私生活や、人権を守ってもらいたい」

（58.9％）が約６割、「カウンセリングなどで精神的な被害回復の手助けをしてもら

いたい」(49.8.％)、「経済的な支援をしてもらいたい」（44.7％）、「事件や事故の被

害による家庭内の困りごとの相談にのってもらいたい」（43.3％）、「捜査や犯人の状

況、裁判や処罰の内容などを詳しく教えてもらいたい」（40.9％）が４割台となって

いる。 
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（15）インターネットを利用した犯罪に不安に感じた経験の有無

問 21 あなたは、インターネットを利用した犯罪に不安を感じることがありま

すか。（○は１つ） 

よくある

24.7%

時々ある

44.6%

あまりない

14.3%

全くない

1.7%

インターネットは

利用していない

13.3%

無回答

1.4%

全体結果(n=1132)

『ある・計』 69.3%

『ない・計』 16.0%

24.7

20.3

44.6

48.5

14.3

15.7

1.7

2.1

13.3

12.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

よくある 時々ある あまりない 全くない インターネットは利用していない 無回答

約７割がインターネットを利用した犯罪に不安を感じたことが「ある」と回答。  

インターネットを利用した犯罪に不安を感じることがあるかを全員に尋ねた。

 「よくある」（24.7％）と「時々ある」（44.6％)を合計した『ある・計』の割合は

69.3％、「全くない」（1.7％）と「あまりない」（14.3％)を合計した『ない・計』の

割合は 16.0％で、不安を感じたことがある人の割合が約７割を占めている。 

【前回調査比較】 

 『ある・計』の割合は、《前回 R4 年調査》68.8％、今回 69.3％で、前回から微増

している。 

 一方、『ない・計』の割合は、《前回 R4 年調査》17.8％、今回 16.0％で、前回調査

からは微減した。 

0.8
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（16）特に警察に力を入れてほしいインターネット犯罪への防止対策

問 22 あなたは、インターネットを利用した犯罪に対して、特に警察に力を入

れてほしいと思うのは、どのような対策ですか。（○はいくつでも）  

64.8

49.3

30.7

20.3

11.0

9.8

6.9

6.3

4.2

1.3

13.3

2.7

68.2

50.3

29.4

19.4

9.6

10.0

6.5

6.9

1.0

10.8

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

インターネットを利用した犯罪の取締り

インターネット上の違法・有害情報に対する監視活動（サ

イバーパトロール）

新聞やテレビなどマスメディアを通じた広報

ソーシャルメディア（X（旧Twitter）、YouTubeなど）を利用

した広報

メール配信による広報

インターネットを利用した防犯講座の開催

駅や商業施設でチラシを配布するなどの広報

新潟県警察公式ホームページを利用した広報

集合形式による防犯講座の開催

その他

インターネットは利用していない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

６割強が「インターネットを利用した犯罪の取締り」と回答。 

インターネットを利用した犯罪に対して、特に警察に力を入れてほしい対策を全員

に尋ねた。 

 「インターネットを利用した犯罪の取締り」（64.8％）が６割強、「インターネット

上の違法・有害情報に対する監視活動（サイバーパトロール）」（49.3％）が約５割、

「新聞やテレビなどマスメディアを通じた広報」（30.7％）が約３割となっている。 
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4．交通安全対策 

（1）特に警察に力を入れてほしい交通安全対策

問 23 あなたは、交通事故防止を図るため、特に警察に力を入れてほしいと思

うことは、どのような交通安全対策ですか。（○は３つまで）  

34.8

31.8

30.7

26.7

25.3

23.7

20.9

20.9

17.8

13.1

4.4

2.7

2.0

1.9

33.8

34.0

29.0

25.7

29.3

27.5

21.0

21.5

17.0

10.6

5.2

2.0

1.7

1.2

0% 10% 20% 30% 40%

自転車利用者に対する交通ルールの周知徹底

児童・幼児を交通事故から守るための対策

高齢者を交通事故から守るための対策

交通指導取締り

街頭パトロール

通学路における交通安全対策

歩行者を交通事故から守るための対策

信号機や道路標識などの交通安全施設の整備

交通安全教育などによる安全意識の高揚

運転免許更新時の講習などの運転者教育

高速道路における交通安全対策

その他

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

３割強が「自転車利用者に対する交通ルールの周知徹底」を要望。 

特に警察に力を入れてほしいと思う交通安全対策を全員に尋ねた。 

 「自転車利用者に対する交通ルールの周知徹底」（34.8％）が最も多く、「児童・幼

児を交通事故から守るための対策」（31.8％）、「高齢者を交通事故から守るための対

策」（30.7％）が３割台、「交通指導取締り」（26.7％）、「街頭パトロール」（25.3％）、

「通学路における交通安全対策」（23.7％）、「歩行者を交通事故から守るための対策」

（20.9％）、「信号機や道路標識などの交通安全施設の整備」（20.9％）、が２割台とな

っている。 
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（2）高齢者の交通事故防止を図るために警察に力を入れてほしい交通安全対

策

問 24 （問 23 で「5 高齢者を交通事故から守るための対策」と答えた方にお

聞きします。）あなたは、高齢者の交通事故防止を図るために警察に力を入

れてほしい交通安全対策はどのような対策ですか。（○は３つまで）  

57.1

53.0

40.1

32.9

23.9

16.1

15.9

2.9

0.6

0.0

49.1

55.7

35.5

30.2

30.5

16.4

20.7

4.5

0.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

運転免許証自主返納制度の積極的な周知

高齢運転者（自転車を除く）に対するドライビングス

クール

高齢歩行者に対する参加・体験型の安全教育など

の安全意識の周知

高齢自転車利用者に対する参加・体験型の指導や

自転車教室の開催

夜光反射材の配布や街頭での貼付活動

交通違反の取締り

信号機や道路標識などの交通安全施設の整備

その他

わからない

無回答

《今回調査》

(n=347)

《前回R4年調査》

(n=377)

６割弱が「運転免許証自主返納制度の積極的な周知」を要望。 

 特に警察に力を入れてほしいと思う交通安全対策として、『高齢者を交通事故から

守るための対策』を要望した 347 人に、高齢者の交通事故防止を図るために警察に力

を入れてほしい交通安全対策を尋ねた。 

 全該当者では、「運転免許証自主返納制度の積極的な周知」（57.1％）が最も多く、

「高齢運転者（自転車を除く）に対するドライビングスクール」（53.0％）がこれに

続いている。 

 以下、「高齢歩行者に対する参加・体験型の安全教育などの安全意識の周知」

（40.1％）が約４割、「高齢自転車運転者に対する参加・体験型の指導や自転車教室

の開催」（32.9％）が３割台で続く。 
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（3）特に警察に力を入れてほしい取締り

問 25 あなたは、交通事故や違反を減らすために、特に警察に力を入れてほし

いと思う取締りは、どのような取締りですか。（○は３つまで）  

59.3

59.0

36.0

27.9

23.0

15.8

12.1

9.5

5.5

2.9

2.3

2.0

62.0

63.5

35.0

29.7

21.4

14.2

11.9

11.2

5.9

1.8

1.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

飲酒運転

妨害運転（あおり運転）の取締り

自転車利用者に対する指導取締り

携帯電話使用の取締り

速度違反の取締り

歩行者妨害、一時停止など交差点関連の違反の取

締り

無免許運転の取締り

駐車違反の取締り

シートベルト（後部座席のシートベルトも含む）やチャ

イルドシート装着義務違反の取締り

その他

わからない

無回答

《今回調査》

(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

約６割が「飲酒運転」「妨害運転（あおり運転）の取締り」を要望している。 

交通事故や違反を減らすため、警察に特に力を入れてほしい取締りを全員に尋ねた。 

 「飲酒運転」（ 59.3％）が最も多く、「妨害運転（あおり運転）の取締り」

（59.0％）が僅差で続く。以下、「自転車利用者に対する指導取締り」（36.0％）が３

割台、「携帯電話使用の取締り」（27.9％）、「速度違反の取締り」（23.0％）が２割台

となっている。 
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（4）自転車利用者の交通マナー

問 26 あなたは、現在の自転車利用者の交通マナーについてどのように思いま

すか。（○は１つ） 

非常に良い

0.7%

どちらかといえば良い

8.7%

どちらとも

いえない

30.6%

どちらかといえば

悪い

37.5%

非常に悪い

13.3%

わからない

6.5%

無回答

2.9%
全体結果(n=1132)

『良い・計』 9.4%

『悪い・計』 50.7%

1.6

8.7

8.9

10.2

30.6

30.0

27.8

37.5

40.8

41.0

13.3

12.3

11.9

6.5

5.0

5.2

2.9

1.9

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

《今回調査》(n=1132)

《前回R4年調査》

(n=1298)

《前々回H30年調査》

(n=1141)

非常に良い どちらかといえば良い どちらともいえない どちらかといえば悪い

非常に悪い わからない 無回答

約半数が、自転車利用者の交通マナーは「悪い」と回答。  

自転車利用者の交通マナーについて全員に尋ねた。 

 「非常に良い」（0.7％）、「どちらかといえば良い」（8.7％）を合計した『良い・

計』の割合は 9.4％、「非常に悪い」（13.3％）、「どちらかといえば悪い」（37.5％）

を合計した『悪い・計』の割合は 50.7％で、自転車利用者の交通マナーが悪いと考

える人が約半数を占めている。 

また、「どちらともいえない」が 30.6％となっている。 

【前回調査比較】 

 『悪い・計』の割合は、《前回 R4 年調査》では 53.1％、今回 50.7％で、前回から

減少している。 

1.0

0.7
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（5）自転車利用者の交通マナーが悪いと答えた理由

問 26 悪いと答えた理由（３つまで）  

58.0

45.3

43.0

40.4

19.3

4.5

4.4

14.6

9.1

51.7

44.8

50.1

42.2

16.8

4.1

4.1

15.2

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

携帯電話などを操作しながらの運転

音楽プレイヤーを聞きながらの運転

並進運転（２台以上、横並びで走行すること）

右側通行

傘差し運転

二人乗り

酒気帯び運転

その他

無回答

《今回調査》

(n=574)

《前回R4年調査》

(n=689)

６割弱が「携帯電話などを操作しながらの運転」と回答。  

 自転車利用者の交通マナーに悪い印象を持ったと回答した 574 人に、どのような理

由かを尋ねた。 

 全該当者では、「携帯電話などを操作しながらの運転」（58.0％）が最も多く、「音

楽プレイヤーを聞きながらの運転」（45.3％）がこれに続いている。 

以下、「並進運転（２台以上、横並びで走行すること）」（ 43.0％）、「右側通行」

（40.4％）、「傘差し運転」（19.3％）が続く。 



□本書の利用にあたって

●本文及び図表中の回答者の比率は百分比（％）で表示し、小数点以下第2

位を四捨五入してある。そのため個々の比率の合計が100％にならない場

合がある。また、複数回答を認めた質問では比率の合計が100％を超える。

●図表中の「ｎ」は回答者総数（該当者だけが回答する質問の場合は該当者

数）のことで、100％が何人に相当するかを示す比率算出の基数である。

なお、性別・年齢別・地区別の図表は、各々の属性の無回答者を除外して

ある。（例：性別の場合、性別が無回答の者については図表から除外）

●帯グラフにおいて、1.0％未満はラベル非表示としている。

●本文及び図表中、意味を損なわない範囲で簡略化した選択肢がある。

●《前回R4年調査》とは、令和4年7月に実施した「県民の安全意識調査」の

結果である。

《前々回 H30年調査》とは、平成 30年 7月に実施した「県民の安全意識調

査」の結果である。

● 一部の質問は国が実施した「治安に関する世論調査」（令和３年 12月実

施）及び財団法人社会安全研究財団が実施した「犯罪に関する不安感等に

関する調査」（平成30年9～10月実施）との比較も行った。
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